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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年2月9日(2012.2.9)

【公表番号】特表2011-507582(P2011-507582A)
【公表日】平成23年3月10日(2011.3.10)
【年通号数】公開・登録公報2011-010
【出願番号】特願2010-538998(P2010-538998)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｈ  31/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｈ  31/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月14日(2011.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の胸部に圧迫力を加える加力装置と、
　前記圧迫力の各々に対応する前記胸部の変位を測定する測定装置と、
　前記圧迫力の各々に対応する前記胸部の前記変位に基づいて前記胸部の特性を決定する
制御装置と、
を有するシステム。
【請求項２】
　前記制御装置が、前記特性に基づいて最適な変位を達成する最適な圧迫力を決定する、
請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記制御装置が、前記胸部に前記最適な圧迫力を加えるように前記加力装置に命令する
、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記測定装置が、前記最適な圧迫力に対応する他の変位を測定し、前記制御装置が、前
記他の変位が閾値を超過するかどうかを決定する、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記他の変位が前記閾値を超過する場合に、前記制御装置が、前記胸部の他の特性を計
算する、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記最適な圧迫力が、３．８ないし５センチメートルの最適な変位に対応する、請求項
２に記載のシステム。
【請求項７】
　前記特性が、前記胸部のばね係数及び前記胸部の減衰係数を含む、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項８】
　前記測定装置が、加速器、ポテンショメータ、光測定コンポーネント、ＬＶＤＴ装置、
反射光、１以上の角度センサ、１以上の磁気センサ、及びモータの回転数を測定する装置
の１つである、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
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　前記加力装置が、ピストン及び圧迫ベルトの一方を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記制御装置が、前記他の特性に基づいて最適な変位を達成する最適な圧迫力を決定す
る、請求項５に記載のシステム。
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